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  市独自の中心市街地活性化プラン策定について 

計画の位置づけと策定の経緯 

中心市街地の活性化 中心市街地活性化基本計画 

都市の再生 
都市再生整備計画 

立地適正化計画 

地方創生 ～ 少子化・高齢化・人口減少・大都市一極集中への対応 ～ 

第一期計画（H19.5～H24.3） 全54事業 
完了14事業、実施中39事業、未着手１事業 

第二期計画（H24.4～H29.3） 全44事業 
完了14事業、実施中29事業、未着手１事業 

善光寺周辺地区 
街なみ環境整備事業 

長野駅前Ａ－３地区 
市街地再開発事業 

主な事業 

長野駅善光寺口 
顔づくり事業 

中央通り 
歩行者優先道路化事業 

主な事業 

計画の位置づけ 

計画策定の経緯 

資料２-1 

認定計画について  
 

 

中心市街地の活性化 中心市街地活性化基本計画 

都市の再生 
都市再生整備計画 

立地適正化計画 

国の支援（交付金等）は 
策定済みの他計画により 

 対応しており支障がない 

認定計画に代わる長野市独自計画 

国が求める要件 

計画の代替性 

新たな課題と新たな主要事業が位置づけられていること 

全事業の整備内容が確定し地元調整が終了していること 

計画期間内に事業の効果が明確に現れること 
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新たな計画について 

まちなか観光の推進 行きたくなるまち 

基本的な方針 

① 善光寺仁王門前の歩行者・自転車通行量 

活性化の目標 

まちなか回遊の推進 

まちなか交流の推進 交わりたくなるまち 

巡りたくなるまち 

目標指標 

③-1 中心市街地の歩行者・自転車通行量 

④ もんぜんぷら座・生涯学習センター・権堂 
イーストプラザ市民交流センターの利用者数 

③-2 中央通り・権堂アーケードの空き店舗数 

まちなか居住の推進 住みたくなるまち ② 総人口に対する中心市街地の人口割合 

 
 

 

・基本的な方針、目標、指標については、第二期計画までのものを継承する 
・区域、事業については、これまで第三期計画として検討してきたものを反映させる 

平成29年10月～平成34年３月（４年６か月） 全40事業 

計画の方向性 

計画期間と事業数 

市独自計画「(仮称)長野市中心市街地活性化プラン」 

区域図とスケジュール 

長野駅 

県庁 

善光寺 

計画区域 
(約216ha) 

追加区域 
(約16ha) 

区域図 スケジュール 

日程 中心市街地活性化基本計画 

平成29年 

６月 
市議会委員会 

７月 

総合調整会議幹事会 
 
中心市街地活性化基本計画評価専門委員会 
 
中心市街地活性化協議会 

８月 

中心市街地活性化協議会評価専門委員会 
 
答申 
 
部長会議 
 
会派説明 
 
パブリックコメント 

９月 
市議会委員会 
 
中心市街地活性化協議会 

10月 

部長会議 
 
会派説明 
 
計画公表 


